







































Ⅰ  2008 年度後期 ｢九州大学の歴史｣　
担当：折田悦郎（金曜 5限目）
第 1回  オリエンテーション（六本松
キャンパス見学）
第 2回 高等教育制度史概説 1
第 3回 高等教育制度史概説 2
第 4回 高等教育制度史概説 3
第 5回  九州大学前史（福岡医学校・
福岡県立病院・京都帝国大学
福岡医科大学）




第 9回  映画 ｢ダウンタウン・ヒーロー
ズ｣ 鑑賞





第 11 回  映画 ｢北辰斜にさすところ｣
鑑賞
第 12 回  理学部・戦前期の学生生活（学
徒動員）
第 13 回  薬学部・歯学部・戦後期の学
生生活・学生運動
第 14 回 九大の現況






第 1 回  はじめに（全体の趣旨）折田
悦郎大学文書館教授
第 2回  大学の歴史　吉岡斉比較社会
文化研究院教授
第 3回  私立大学及び専門学校の歴史
的役割　新谷恭明人間環境学
研究院教授
第 4回  国際的視点からみた日本の大
学　吉岡斉比較社会文化研究
院教授
第 5回  高等教育制度史概説　折田悦
郎大学文書館教授
第 6回  帝国大学の歴史的役割と九州
帝国大学　同上




第 8回  キャンパス見学　折田悦郎大
学文書館教授




第 10 回  データから浮かび上がる九州
大学　同上
第 11 回  大学の研究戦略　上瀧恵里子
研究戦略企画室准教授
第 12 回  大学と留学生　白土悟留学生
センター准教授









































































































































































勢を見た｣ の、それぞれ 4.6 を最高に平
均 4.2。｢改善点｣ は 31.3 となり、一人
で行う少人数ゼミと、リレー講義にな
らざるをえない総合科目との差が現れ
ている。学生による授業評価はまだ問
題点が多いとの指摘もあるが、｢学生を
軽蔑しないでほしい｣（8.3）というのは、
当然ながら良い傾向ではない。受講生
減少の理由の一つが、やはり教員の意
識や総合科目運営上の問題にあること
を示唆するデータであろう。その意味
では、｢大学とは何か｣ を他の総合科目
（自校教育科目、例えば ｢事例報告｣ で
もふれた ｢伊都キャンパスを科学する｣
等）と統合し、自校史は ｢九大の歴史｣
に特化するという方法もありうるかも
しれない。しかしいずれにしろ、新し
い『教科書』の編集・改訂は緊急の課
題である。
予定の紙数を超過した。お詫び申し
上げるとともに、残りの課題について
は別の機会に譲ることにし、本文はこ
こで擱筆させていただきたいと思う。
おりた　えつろう
（九州大学大学文書館教授・
同大学大学文書館大学史料室長）
